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「はたちの献血」キャンペーンを実施します！

  冬期は献血者が減少します。血液を必要としている人の
ため、「はたち」の若者を中心に、広く県民へ献血に関す
る理解と協力を求めています。献血は身近でできる大きな
社会貢献！この機会に献血にご協力をお願いします。

▶実施期間　１月１日㈬～２月28日㈮

県薬務衛生課
電話:089-912-2391

愛媛県
ホーム
ページ


